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た｡ その後, わずか  年の間に, 蒋介石・蒋
経国による開発独裁体制とはまったく異なる
民主主義体制へと移行し, その後, 民主的な
選挙を通じて政権交代も実現している｡ この
政治体制の変革の中で, 台湾社会は混乱と対
立を最小限に抑えながら体制変革を乗り切っ
た｡ 各論文からは, 民主主義体制への移行を
支えた台湾社会に対する自信を感じることが
できると同時に, いまだに政治体制移行によ
る余震と調整が継続していることを認識させ,
それに応えようとする社会学者の姿勢が見て
取れるのである｡
なお, いくつかの問題点を指摘するとすれ
ば, 台湾と日本の研究者の間で, 両者が蓄積
してきた研究成果の共有が充分に行われてい
ないことを感じさせる点がいくつかあること
である｡ たとえば, 第２章の台湾における地
域内・地域間移動に関する分析では, 欧米の
研究成果が分析の参考とされているが, 日本
では戦前から人口移動に関する研究蓄積があ
り, 戦後に限っても国勢調査や住民基本台帳
人口移動報告などを通じた詳細な要因分析が
行われてきた｡ 日本での ターン現象や高
齢化による人口移動, また転勤移動と単身赴
任など, 台湾が参考にできる研究や研究視点
も多いのではないかと思われる｡ 国際的な研
究交流の難しさであるが, 今後, こうした研
究交流の中で互いに刺激を与えながら成果を
上げる可能性が大きいと思われる｡
最後に, あえて評者の気になる点を１つだ
け述べれば｡ それは, 共著の場合にしばしば
みられることであるが, 本書でも, 各章の相
互の関連性が見いだしにくいという難点を持
つ｡ また各章で得られた知見が, 本書全体あ
るいは既存のアジア研究や台湾研究との関係
でどういう意味を持つのかを示す試みも欲し
かった｡ これらの点は残念であるが, 本書の
意義を低下させるものではない｡ 今後とも,
本書のような意欲的な国際的な研究交流がお
こなわれることを大いに期待したい｡
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